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人の仲間入り ’ 
麟月進む高齢イヒ、65歳以上は15,2% 月117 人が大人の仲間入り 

1 月3日、昭和60年度の成人式が同和対策中央研修 

所で行われました。 

今年の新成人は男子64人、女子53人の117人。 

式典では、池永町長が「みなさんの若い頭脳とエネ 

ルギーでまちの活性化を／」 と呼び掛けました。 

言轟ま編華網 

cI 
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月河村光陽生誕の地に記念碑 ， 

「かもめの水兵さん」「うれしいひなまつり」など 夢 

数多くの童謡を作曲した河村光陽『生誕地の碑』が上 茎 

野福智下宮神社の境内に建てられました。 簾 
4 月17日 除幕式が行われ、光陽の長女順子さんと 茎 

上野小学校児重が碑の前で彼の作った曲を合唱しまし き 

た。 墨 

l 電 赤池町の65歳以上のお年寄りは1,517人（S 60.4）で 

、愚 全人口に対する割合は15.2%。これは全国平均の10.3 

遥蒼 ％を4.9 ％上回っています。敬老会の該当者（70歳以 

桑言 上）も1 . 100人で毎年50人前後増加、ますます高齢化に 

舞I 拍車がかかっています。 露 

事憂 進む高齢化社会の中で、お年寄りの生きがい対策な 董 

， 曹 ど その対策にどう取り組むか。行政の最重要課題と 髪 
置 ！＝ に、 

I 竃 なっています。 g 
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畑縄”，讐””t蛭一雌’’・嘱鼻蝋縄n肩に鶴戸喝x声鮮誓 

月行革委員会答申作業進 

全国の自治体で『地方行革大網』の策定が行われて 

います。 

赤池町でも昨年の6月に、赤池町行政改革推進委員 

会設置条例が可決され、議会や労働団体など各種団体 

から選ばれた14人の委員さんにより行財政の効率化を 

めざして赤池町独自の答申づくりが進められています。 
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曹 
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盤舞、離妙骨・￥華潅・押’鵡→呪綱～～軸恕費声 

月 

第14 回 国勢調査を実施、 
『 黒 

， 響 田月~ロ、主国一育に」4 也り日Uノ山努詞宜刀、夫刀也く＝イL 子参 

， ‘ 一‘ 」一 垂 
1!' まし1こo 、景 
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主 驚 赤池町の人ロは9,811 人で5年問で597人増え、伸 ， 
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無k3 *L 3 20HI t S th *0篤I 
5」の開通が3 月20日に予定されています。 童 

この橋は、下田川循環道路の一部として県田川土木 垂 

警型些費竺序警0讐可」5竺讐月とこI 

橋」の開通が3 月20日に予定されています。 董 

この橋は、下田川循環道路の一部として県田川土木 玉 

事務所が昭和56年度から60年度まで5 カ年の歳月と7 I 
億8,500万月の予算C.建設したものぐ長さ223 m 幅 裏 

9.75mで2・5mの歩道がつき、橋名板には上野焼が便 驚 

用されています。 
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雄 ひ率はbJJ 1'と、県半TI)のJb ソ6を大さ、上凹ソ、近 

曹 年にない伸びでした。 

曹 今後 産業別人ロや就業状況などの統計資料が総務 

、 庁統計局から次々と発表されます。 

、馨ニ舞齢編畿‘～事」ー瞬縄勲浄ぶ‘毒に,‘ー 

月町民意識調査の結果まとまる 

欠赤池町総合計画策定に伴う基礎資料とするた 

民意識調査の結果がまとまりました。 

鷺 3,300の全世帯を対象。回収率は57％でした。 
才ニ二 

， 調査によると、約8割の人がI今後も赤池町に住み 

萎 続けたい。」と答え、周囲の環境については、約4 割 

舞 の人が不満としています。 

愛 町の将来像では、「道路、公園、下水道など生活環境 

費 
散 

の設備されたまちに」 という声が多く、保健医療対策 

に力を入れてほしいとの答が出ました。 
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赤池駅前に自転車置場 

全国自治宝くじの普及広報事業で、赤池駅に自転車 

置場を設置しました。 

事業費150万円は、宝くじの受託事業収入を財源と 

して、稲荷坂踏切横に2棟。24台と12台、合計36台の 

自転車やバイクが駐輪できます。 
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登録人ロが1万人を突破1 
奮 6 月24日 赤池町の住民基本台帳の登録人ロが1万 ， 奮 

麓人を突破しました。 
電 1 万人目に住民登録したのは大阪府から転入された 露 1 

簿八代研ン台さんでその後毎月20人前後増え続け60年曹‘ 
書 1 月末日の住民登録人ロは10,112人となっています。 懲 i 
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1 月から8 月までの町内の火災発生件数巧件。その 

うち12件が中尾地区で発生。そのほとんどが原因不明 

で不審火の疑いが持たれています。 

町消防団や田川地区消防署は広報車やチラシを配っ 

て注意を呼びかけました。 

I ま慕は「地域を活性イヒするのはみなさんの意欲です 
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下
田
川
衛
生
組
合
（
赤
池
、
金
田
、
 

方
城
、
糸
田
町
で
結
成
）
の
下
田
川
塵
 

芥
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
赤
池
町
瀬
ケ
谷
）
 

に
あ
る
ご
み
処
理
施
設
の
改
造
工
事
が
 

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
工
事
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
建
 

設
し
た
旧
施
設
が
老
朽
に
よ
り
処
理
能
 

力
が
低
下
し
た
た
め
、
建
屋
を
残
し
て
 

機
械
設
備
な
ど
を
全
て
新
し
く
す
る
も
 

の
で
す
。
 

昭
和
六
十
年
、
六
十
一
年
の
ニ
カ
年
 

継
続
事
業
で
、
国
庫
補
助
金
、
起
債
（
 

年
金
積
立
金
還
元
融
資
）
、
四
町
の
負
 

担
金
を
財
源
と
し
て
、
四
億
二
千
六
百
 

五
十
万
円
を
か
け
、
六
十
二
年
三
月
の
 

完
成
目
標
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
 

『良いところを見極め、伸ばす0 

本気で町を救おうとする気持ち』です 
商工会青年部 産業おこしの先進地視察 

二
月
十
五
日
か
ら
 

十
六
日
に
か
け
て
、
 

赤
池
町
商
工
会
青
年
 

部
（
左
重
喜
部
長
十
 

六
人
）
の
一
行
十
三
 

人
の
み
な
さ
ん
が
、
 

広
島
県
戸
河
内
町
を
 

訪
れ
、
 

“
産
業
お
「
」
 

し
”
に
つ
い
て
、
地
 

元
商
工
会
青
年
部
の
 

み
な
さ
ん
と
意
見
交
 

換
を
し
ま
し
た
。
 

戸
河
内
町
は
広
島
 

県
の
西
部
、
中
国
山
 

地
の
中
に
あ
る
、
人
 

口
四
千
人
の
三
段
峡
 

と
い
う
観
光
地
や
多
 

く
の
ス
キ
ー
場
を
持
 

つ
、
過
疎
化
の
著
し
 

い
町
で
す
。
 

こ
の
町
で
鉱
工
所
 

を
経
営
す
る
溝
井
憲
 

明
さ
ん
（
四
二
）
は
、
「
過
疎
と
高
齢
化
の
 

進
む
古
里
に
活
気
を
取
り
戻
し
、
若
者
 

が
定
着
す
る
村
お
こ
し
を
」
 
と
地
元
で
 

古
く
か
ら
自
家
用
に
裁
培
さ
れ
て
い
る
 

「
太
田
力
ブ
」
の
商
品
化
を
思
い
つ
き
 

ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
六
年
に
地
元
商
工
会
青
年
 

部
員
に
出
資
依
頼
し
、
資
本
金
八
百
万
 

円
で
西
中
国
産
業
開
発
欄
を
設
立
。
『
ヤ
 

ル
菜
漬
け
』
と
し
て
特
産
品
開
発
を
仕
 

掛
け
ま
し
た
。
 

農
家
に
カ
ブ
の
種
を
配
っ
て
栽
培
を
 

お
願
い
し
て
回
り
、
初
め
は
、
ナ
イ
ロ
 

J
。ノ 

新
し
い
施
設
は
、
最
新
の
技
術
と
設
 

備
を
導
入
し
、
自
動
制
御
な
ど
で
極
力
 

省
力
化
。
 

一
日
四
十
ト
ン
の
処
理
能
力
 

を
持
つ
も
の
で
、
こ
れ
は
ゴ
ミ
収
集
車
 

で
二
十
台
分
、
八
百
九
十
世
帯
分
に
当
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
排
ガ
ス
対
策
と
し
て
塩
化
水
 

素
除
去
装
置
を
設
置
す
る
な
ど
、
公
害
 

対
策
に
も
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

な
お
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
の
お
 

湯
は
、
こ
の
ゴ
ミ
焼
却
の
際
に
出
る
熱
 

を
利
用
し
て
お
り
、
二
炉
運
転
の
場
合
、
 

六
十
度
の
お
湯
を
一
日
二
十
ト
ン
供
給
 

で
き
ま
す
。
 

ト工事が進む下田川塵芥清掃 

センターのゴミ処理施設‘ 

) 

ン
袋
に
マ
ジ
ッ
ク
で
商
品
名
を
書
き
、
 

三
段
峡
で
観
光
客
相
手
に
売
っ
て
い
ま
 

し
た
。
奥
さ
ん
は
三
年
間
、
口
を
き
か
 

な
か
っ
た
と
か
。
 

今
で
は
、
デ
パ
ー
ト
に
卸
し
た
り
、
 

県
内
各
地
へ
配
送
し
、
地
元
の
観
光
土
 

産
品
と
し
て
も
人
気
が
出
て
来
ま
し
た
 

ほ
か
に
も
 
「
ト
チ
の
実
よ
う
か
ん
」
 
な
 

ど
も
開
発
し
発
売
し
て
い
ま
す
。
 

溝
井
さ
ん
は
 
「
一
人
で
も
よ
い
か
ら
 

本
気
で
ま
ち
を
救
お
う
と
す
る
人
が
い
 

る
こ
と
。
あ
と
は
や
る
か
や
ら
な
い
か
 

で
す
。
」
 
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

圏岡 

毎年4月は地価公示 

普及月間です 
今年も4月1日に国土庁から昭和61年の 

地価公示が発表されます。 地価公示は、都 

市計画区域内の各地域で標準的な使われ方 

をしている土地（これを標準地といいます） 

を選んでその標準地の適正な土地価格を公 

表して土地を売買する際の土地価格の目安 

にしていただくものです。 また、国や県・ 

市町村などが公共用地等を買う場合の買取 

額の基礎とされたり、県知事が国土利用計 

画法に基づいて土地売買の届け出があった 

場合の取引価格の審査をするときも基準と 

されます。 
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一
月
三
十
日
、
赤
池
中
学
校
で
福
岡
 

県
教
育
委
員
会
の
英
語
指
導
主
事
助
手
 

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
さ
ん
 

（
一
「
一
）
を
招
い
て
の
英
語
授
業
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

ジ
ェ
イ
コ
ブ
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
 

ク
ラ
ホ
マ
州
出
身
で
、
バ
プ
テ
ス
ト
大
 

卒
業
。
大
学
時
代
に
交
換
留
学
生
と
し
 

て
九
カ
月
間
、
福
岡
の
西
南
学
院
大
学
 

で
勉
強
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
緑
で
昨
年
六
月
、
県
教
 

委
の
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
県
内
の
 

中
学
、
高
校
で
英
語
の
指
導
を
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
日
、
田
川
市
郡
で
は
初
め
て
赤
 

池
中
学
を
訪
れ
、
三
年
生
を
中
心
に
一
二
 

し
方
、
も
の
に
対
す
る
考
え
方
、
さ
ら
 

に
は
人
生
観
に
至
る
ま
で
個
人
差
が
あ
 

る
 。

 俳
句
に
お
い
て
も
然
り
。
小
生
の
場
 

合
は
人
様
と
比
較
し
に
く
い
が
、
句
を
 

作
る
気
分
に
な
る
ま
で
多
少
時
間
が
か
 

。 

か
る
よ
う
で
あ
る
。
時
間
に
す
る
と
三
 

十
分
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

ト漬け物工場を見学する商工会青年部のみなさん4 

一
句
が
作
品
と
し
て
 

生
ま
れ
る
ま
で
 

池
田
 

一
歩
 

十
人
十
色
と
は
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
 

で
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、
食
べ
も
の
、
 

着
る
も
の
、
住
い
の
あ
り
方
、
生
活
の
 

俳
句
に
は
作
句
意
欲
、
つ
ま
り
、
作
 

句
の
気
分
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
 

何
か
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
潮
が
満
ち
 

て
く
る
よ
う
な
、
 
一
種
の
昂
ぶ
り
が
な
 

く
て
は
、
旬
が
生
ま
れ
に
く
い
。
 

私
流
の
作
句
の
方
法
は
、
直
観
に
も
 

と
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
常
に
 

対
象
物
に
す
り
寄
っ
て
い
く
よ
う
に
同
 

化
し
て
い
き
、
少
く
と
も
対
象
物
の
心
 

に
近
づ
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
心
理
状
態
が
で
き
あ
が
っ
 

た
時
、
ひ
ら
め
き
に
似
た
感
覚
が
生
じ
、
 

一
句
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
る
。
 

た
だ
、
非
才
の
悲
し
さ
、
未
だ
人
様
 

に
認
め
て
い
た
だ
け
る
程
の
句
は
、
な
 

か
な
か
で
き
ず
、
今
日
ま
で
三
十
有
余
 

年
作
り
続
け
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
 

入
＊
院
＊
回
＊
想
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 

た
か
し
 

昨
年
十
月
三
十
一
日
、
主
治
医
よ
り
 

即
午
後
二
時
ま
で
入
院
せ
よ
と
の
赤
信
 

号
。
脳
梗
塞
再
発
ノ
 

直
ち
に
点
滴
毎
日
三
本
、
注
射
、
化
 

学
治
療
錠
剤
、
そ
し
て
絶
対
安
静
。
熟
 

練
適
切
、
迅
速
な
る
処
置
、
看
護
婦
さ
 

× 

カラオケ出場者を募集” 

4 月5 日（D、 6 日（日）の両日、タ方 

から駅前広場で『サクラまつり』 

が開催されます。 

広場の仮設ステージでは、町内の 

愛好家による踊りとカラオケ大会 

が予定されています。 

桜の下でのカラオケは風情があっ 

ていいものです。 あなたも唄って 

みませんか？ 

申し込み、問い合せは赤池町商工 

会へ（合28- 5 0 5 5 ) 

 ノ 

標準地は身近な所にあります 

標準地は住宅地域ではほぽ1平方キロメ 

ートルに1地点、商業地域は0.3平方キロ 

メートルに1地点の割合で選ばれているの 

で平均すればどこからでも500 メートル以 

内という近い所にあることになります。 

地価公示は役場で自由に閲覧できます 

標準地の価格、標準地が接する道路の種 

類、幅員、標準地の周辺の土地利用状況等 

を細かく記載した地価公示の関係書面は、 

役場企画係にその都道府県内のものが全部 

そろえられていて誰でも自由に閲覧できる 

ことになっています。 閲覧する場合も閲覧 

申請書を書くなどめんどうな手続きはいり 

ません。 

一赤池中一 

時
間
、
和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
く
英
語
 

指
導
し
ま
し
た
。
 

ジ
ェ
イ
コ
ブ
さ
ん
は
赤
池
中
学
の
生
 

徒
の
印
象
を
「
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
英
 

語
も
良
く
理
解
し
て
い
る
。
で
も
、
は
 

ず
か
し
が
る
生
徒
が
多
く
、
そ
れ
を
理
 

解
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
」
 
と
。
ま
 

た
、
村
上
校
長
は
、
 

「
赤
池
中
学
を
特
 

色
あ
る
学
校
に
し
た
い
。
生
き
た
英
語
 

に
触
れ
て
、
少
し
で
も
英
語
が
好
き
に
 

な
っ
て
く
れ
れ
ば
。
」
 
と
話
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

生
徒
た
ち
は
、
気
さ
く
な
若
い
ア
メ
 

リ
カ
人
教
師
に
す
ぐ
慣
れ
、
昼
休
み
は
 

い
っ
し
ょ
に
給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
五
 

月
に
結
婚
予
定
の
ア
メ
リ
カ
に
い
る
フ
 

ん
の
多
忙
な
手
当
。
三
度
の
食
事
管
理
 

は
一
日
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
塩
食
。
 

病
室
は
大
半
、
成
人
高
血
圧
の
老
人
 

患
者
。
内
科
入
院
患
者
男
女
と
も
、
そ
 

の
半
数
は
病
状
同
じ
人
が
多
い
。
考
え
 

れ
ば
思
う
こ
と
切
な
し
。
 

病
院
の
改
装
は
昨
冬
よ
り
始
ま
る
。
 

内
科
の
ほ
か
に
外
科
、
整
形
外
科
、
そ
 

れ
に
手
術
室
、
高
度
科
学
精
密
機
械
設
 

備
、
寝
台
共
上
下
の
エ
レ
べ
ー
タ
ー
、
 

自
動
ド
ア
、
そ
し
て
受
付
金
銭
窓
ロ
、
 

薬
剤
受
付
、
待
合
所
等
々
、
活
気
に
満
 

ち
流
動
活
動
的
。
二
階
建
て
も
全
く
有
 

効
適
切
に
活
用
さ
れ
て
あ
る
。
 

こ
れ
は
院
長
、
内
科
、
外
科
、
整
形
 

外
科
の
経
験
豊
富
、
管
理
の
研
究
研
鑑
 

の
看
護
婦
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
あ
れ
ば
こ
 

そ。 入
院
中
の
寒
夜
、
救
急
車
の
警
音
を
 

聞
く
こ
と
三
、
四
度
毎
日
続
く
。
当
直
 

先
生
と
二
、
三
の
看
護
婦
。
ま
た
、
調
 

理
場
で
働
く
人
達
も
、
栄
養
士
さ
ん
の
 

▼
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
や
好
き
な
日
本
人
 

歌
手
の
話
な
ど
、
な
ご
や
か
に
生
 

徒
た
ち
と
話
す
ジ
ェ
イ
コ
ブ
さ
ん
A
 

ィ
ア
ン
セ
の
話
し
な
ど
、
な
ご
や
か
に
 

生
き
た
英
語
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

指
示
に
よ
る
ラ
ン
ク
の
多
い
、
患
者
食
 

事
の
賄
い
も
手
数
は
大
変
な
も
の
。
 

赤
池
人
口
一
万
余
の
人
は
、
唯
一
の
 

安
堵
の
病
院
で
あ
る
。
こ
の
庶
民
的
、
 

民
主
的
、
温
か
い
心
の
触
れ
会
い
の
場
 

で
あ
る
。
 

病
院
の
経
済
的
管
理
は
、
現
在
の
医
 

療
行
政
で
は
不
安
定
。
そ
こ
で
人
員
管
 

理
と
い
う
合
理
化
を
行
お
う
と
す
る
。
 

ま
ず
考
え
る
こ
と
は
働
く
人
達
の
安
定
 

性
、
相
互
理
解
の
福
祉
と
収
入
の
向
上
 

が
心
の
安
定
の
条
件
で
は
な
い
だ
ろ
う
 

か。 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

柿
原
 
香
草
 

ニ
ン
月
の
パ
コ
ダ
は
罪
の
人
容
れ
ず
 

ニ
ン
月
や
筆
ペ
ン
の
芯
び
ょ
ん
と
出
る
 

椿
響
曲
り
し
お
ん
な
振
り
向
か
ず
 

理
舞
の
癖
き
た
る
風
邪
や
二
月
鳳
 

お
す
 

早
春
の
街
に
売
ら
る
る
雄
ひ
よ
こ
 

春
浅
し
妻
が
脱
ぎ
た
る
小
さ
き
靴
 

立
ち
枯
れ
の
竹
の
一
幹
竹
の
秋
 

も
お
●
レ
書
I
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い
よ
い
よ
四
月
よ
り
新
年
金
制
度
が
 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

共
済
組
合
法
が
改
正
さ
れ
、
新
し
い
 

年
金
制
度
で
は
、
国
民
年
金
に
加
人
す
 

る
人
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
の
奥
さ
ん
、
共
 

済
組
合
の
組
合
員
（
公
務
員
な
ど
）
と
 

そ
の
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
必
ず
加
人
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
結
果
、
国
民
年
金
は
全
国
民
に
 

共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
に
 

改
め
ら
れ
ま
す
。
 

金
 

礎
 

基
 

つ（ 老齢 障害 死亡 

I 
名種 
共済組合 

船員保険 厚生年金 
保険 

国民年金 

全
国
民
に
共
通
す
る
基
礎
年
金
が
、
 

新
年
金
制
度
の
大
き
な
柱
で
す
。
そ
の
 

た
め
に
は
、
全
国
民
が
共
通
す
る
年
金
 

昭和61 年3 月l I I 
け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
 

を
お
目
笹
U
ま
す
 

昭
和
六
十
．
年
度
の
固
定
資
産
課
税
 

台
帳
を
次
の
と
お
り
お
見
せ
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
六
ト
ー
年
一
月
一
日
 

現
在
の
課
税
台
帳
（
L

地
、
家
屋
、
償
 

却
資
産
の
評
価
額
、
課
税
標
準
額
を
記
 

載
し
た
も
の
）
を
納
税
者
の
み
な
さ
ん
 

に
見
て
い
た
だ
き
、
課
税
の
適
正
化
を
 

図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

特
に
昭
和
六
十
年
中
（
，
月
一
 
11 

か
 

ら
十
二
月
三
ト
ー
H

ま
で
）
に
異
動
（
 

分
筆
、
合
筆
、
地
目
変
更
、
新
築
、
増
 

改
築
、
解
屋
等
）
の
あ
っ
た
人
は
、
ぜ
 

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

〇
お
見
せ
す
る
期
間
 

三
月
一
日
か
 

ら
三
月
ニ
ト
日
ま
で
。
（
た
だ
し
目
曜
、
 

祝
日
は
除
く
）
 

〇
時
間
 

平
目
は
八
時
半
か
ら
午
後
 

制
度
に
加
人
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
が
国
民
年
金
で
す
。
 

昭
和
六
ト
ー
年
四
月
か
ら
は
、
つ
ぎ
 

の
人
た
ち
が
国
民
年
金
の
強
制
加
人
被
 

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

●
目
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
ニ
ト
歳
か
 

ら
六
十
歳
ま
で
の
白
営
業
な
ど
の
人
（
 

こ
の
人
た
ち
は
第
一
号
被
保
険
者
と
よ
 

ば
れ
ま
す
。
〕
 

●
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
お
よ
び
 

止
（
済
組
合
の
組
合
員
（
こ
の
人
た
ち
は
 

第
一
言
り
被
保
険
者
と
よ
ば
れ
ま
す
。
一
 

O
●
の
被
扶
養
配
偶
者
で
ニ
ト
歳
以
E
 

六
十
歳
未
満
の
人
（
こ
の
人
た
ち
は
第
 

三
号
被
保
険
者
と
よ
ば
れ
ま
す
。
）
 

こ
う
し
た
国
民
年
金
の
適
用
拡
大
が
 

行
わ
 11 

ま
す
の
で
、
厚
生
年
金
保
険
の
 

被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
お
よ
び
共
 

済
組
合
の
組
合
 11 

の
被
扶
養
配
偶
者
（
 

い
ず
れ
も
第
三
号
被
保
険
者
）
は
、
現
 

在
、
国
民
年
金
に
任
意
加
人
し
て
い
る
 

人
は
も
ち
ろ
ん
、
未
加
人
の
人
も
、
国
 

民
年
金
に
強
制
加
人
と
な
り
ま
す
。
そ
 

の
た
め
に
は
役
場
に
届
け
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
に
任
意
加
人
し
て
い
る
奥
 

さ
ん
は
、
す
で
に
届
け
が
お
済
み
と
思
 

い
ま
す
が
、
お
済
み
で
な
い
奥
さ
ん
は
、
 

今
す
ぐ
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

0 
場 ト Ii 
所 二 U'乍 

I昨 ま 
半 で 

役 ま 
場 で 」： 
税 。曜 
務 Ii 
課 は 

唇 合 
9 

審 を、 

町

内

最

高

齢

者

 

香

野

繁

蔵

さ

ん

死

亡

 

/ 

98歳で亡くなられた 

香野 繁蔵さん 

ま
た
、
国
民
年
金
に
未
加
人
の
奥
さ
 

ん
は
、
役
場
備
え
付
け
用
紙
で
、
四
月
 

以
降
届
け
出
て
加
人
の
手
続
き
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
第
一
言
り
被
保
険
者
か
ら
第
一
 

号
被
保
険
者
へ
、
第
一
号
被
保
険
者
か
 

ら
第
．
二
号
被
保
険
者
へ
と
い
っ
た
種
別
 

の
変
更
の
際
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

4
月
か
ら
保
険
料
 

月
額
7
、
1
0
0
円に 

国
民
年
金
は
、
加
人
者
の
み
な
さ
ん
 

が
老
齢
に
な
っ
た
り
、
障
害
者
に
な
っ
 

た
り
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
り
し
た
と
 

き
、
年
金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
 

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
年
金
を
支
給
す
る
た
め
の
財
源
 

は
、
加
人
者
の
み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
 

る
保
険
料
と
国
の
負
担
金
な
ど
に
よ
っ
 

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
維
持
発
展
 

さ
せ
る
た
め
に
は
、
年
金
給
付
水
準
に
 

見
合
う
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
 

と
が
必
要
で
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
加
人
者
の
急
激
な
 

負
担
を
さ
け
る
た
め
に
、
保
険
料
を
段
 

階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
 

ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
月
か
ら
月
額
L
 

千
百
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

保

険

料

の

納

め

忘

れ

は

 

あ

り

ま

せ

ん

か

 

万
が
ー
に
備
え
保
険
料
は
き
ち
ん
と
 

ん
（
堀
田
）
が
二
月
ト
日
亡
く
な
ら
れ
 

ま
し
た
。
九
十
八
歳
で
し
た
。
 

昨
年
の
敬
老
会
前
に
お
伺
い
し
た
と
 

き
も
、
大
変
お
元
気
で
し
た
が
、
四
カ
 

月
の
闘
病
生
活
の
の
ち
、
脳
動
脈
硬
化
 

症
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
 

現
在
の
最
高
齢
者
は
、
慶
寿
園
の
深
 

見
ヤ
ス
さ
ん
九
十
三
歳
で
す
。
 

有
害
鳥
獣
（
難
才
シ
シ
）
 

の
駆
除
を
行
が
ま
ず
 

赤
池
町
の
最
高
齢
者
、
香
野
繁
蔵
さ
 

今
、
L
野
地
区
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
 

建
築
物
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
 

そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
命
を
守
る
こ
と
 

三

月

七

日

か

ら

十

三

日

は

建

築

物

防

災

週

間

で

す

 

× 
●事業主の皆さんへ 

健康保険と厚生年金保険の 

加入が義務付けられます 

い
ま
健
康
保
険
や
厚
 

生
年
金
保
険
に
加
人
し
 

て
い
な
い
法
人
事
業
所
 

の
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
 

今
年
の
四
月
以
降
、
健
 

康
保
険
と
厚
生
年
金
保
 

険
の
適
用
が
段
階
的
に
 

拡
大
さ
れ
、
加
入
が
義
 

務
付
け
ら
れ
る
の
を
ご
 

存
じ
で
す
か
。
特
に
飲
 

食
店
や
旅
館
な
ど
の
サ
 

ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん
で
 

い
て
従
業
員
が
常
に
五
 

人
以
上
の
法
人
の
事
業
 

所
は
四
月
一
日
か
ら
加
 

入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
 

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
 

い
。
こ
れ
は
、
健
康
保
険
法
の
改
正
 

（
昭
和
五
十
九
年
）
と
厚
生
年
金
保
険
 

法
の
改
正
（
昭
和
六
十
年
）
に
よ
る
 

も
の
で
、
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
昭
 

和
六
十
四
年
三
月
三
ト
ー
日
ま
で
の
 

間
に
、
す
べ
て
の
法
人
事
業
所
が
、
 

こ
の
ー
ー
つ
の
社
会
保
険
に
加
入
す
る
 

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

（
図
参
照
）
。
 

な
お
、
今
年
の
四
月
の
適
用
拡
大
 

の
範
囲
に
は
入
ら
な
い
従
業
員
五
人
 

未
満
の
法
人
事
業
所
も
、
順
次
適
用
 

の
時
期
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

届
け
出
は
、
事
業
主
の
方
が
最
寄
 

り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
新
規
適
用
 

/
 

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
 

す
 。

 こ
の
た
め
町
で
は
、
地
元
猟
友
会
の
 

み
な
さ
ん
の
協
力
で
三
月
一
日
か
ら
三
 

月
三
十
一
日
ま
で
、
銃
器
に
よ
る
イ
ノ
 

シ
シ
駆
除
を
行
い
ま
す
の
で
、
登
山
等
 

さ
れ
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

産
業
振
興
課
 

あ

り

が

と

う

 

こ

ざ

い

ま

し

た

 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
附
】
 

▽
亀
谷
松
次
ー
一
万
円
▽
筑
豊
繊
維
工
 

業
翻
従
業
員
一
同
廿
五
千
七
百
六
十
八
 

口
ー
 【

賛
助
会
費
（
一
口
廿
千
円
）
】
 

▽
半
田
潔
廿
 10 

口
 

【
香
典
返
し
】
▽
藤
井
武
二
（
稲
荷
）
 

▽
北
原
設
夫
（
上
寿
）
▽
小
林
勇
（
高
 

エンゼルクイズ 
「
 

【第118回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題1】 

選挙の投票日や投票所の開閉時刻を変更す 

ることができるでしょうか。 
A ．できません 

B .事詰があればできます 

【問題2 】 

選挙人名簿の縦覧は、いつでもできるでし 

ょうか。 

A ．選挙運動期間中だけできません 

B ．一定の定められた期間のみ縦覧できま 

す 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ3 月17日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第117回解答】 

1.B 2 

【正解者】 

応募総数13通で正解6 通。厳正な抽せんの 

A
 

結果、次の方に図書券を贈ります。 

レ小池聖吾（伏原県住） 

レ中川京子（市場） 

レ池田貴義（新町） 《敬称略》 

1 月末11住民登録 9 

（前月比） 
人 i i 10.112( △ 13) 

男 4,787( 乙、 5 ) 

& 5,325( Z、 8 ) 
世帯数 3.372( +1 ) 

ノ
 

の
届
書
を
提
出
ー
る
こ
と
に
よ
り
行
 

い
ま
す
。
 

●
ニ
つ
の
保
険
で
安
心
を
 

サ
ー
ビ
ス
業
等
に
勤
め
る
人
も
こ
 

の
ー
ー
つ
の
社
会
保
険
に
加
人
す
る
こ
 

と
で
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
 

健
康
保
険
に
よ
り
医
療
費
が
軽
く
す
 

ん
だ
り
、
年
を
と
っ
た
と
き
な
ど
に
 

厚
生
年
金
や
基
礎
年
金
に
よ
り
所
得
 

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

安
心
し
て
働
け
る
職
場
は
、
働
く
 

人
も
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
 

事
務
所
の
窓
目
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※非適用業種 
の例 
〇飲食業 
〇サービス業 

※非適用業種 強制適用業種 

等 

従来からの 
適用部分 

個人の事業所 

事務所 

(5 人以上） 

法人の 

’ド業所 
(5 

iUJ: 

法
人
の
事
務
所
 

(5
人
以
上
】
 

法人の事業所または事務所 

個人の 

(5人以上） 

人
以
 

{1I AO) Ii

(5 A 
) ■4 !! i

(61 4 1 

個 人 
■(643 31 -r 

所
所
ー
 

業
務
潤
 

事
事
未
 

の
は
人
 

人
た
5
 

法
ま
く
 

個人の事業所 

事務所 

(5 人未満） 

5
人
未
満
 

法 人 個 人 

（注）非適用業種の5人以土の法人の事務所は現在も適用対象 

×
 

女

性

用

コ

ー

ト

の

 

忘

れ

物

 

一
月
二
十
二
日
に
同
和
対
策
中
央
研
 

修
所
で
行
わ
れ
た
 
「
胃
ガ
ン
検
診
」
 
の
 

際
、
検
診
車
内
に
女
性
用
コ
ー
ト
を
忘
 

れ
た
方
、
役
場
衛
生
係
で
保
管
し
て
い
 

ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

尾
）
▽
河
野
種
義
（
貴
船
）
▽
三
宅
嘉
 

（
板
取
）
▽
ト
時
昇
（
原
）
▽
安
延
 

正
美
（
上
小
路
）
▽
大
久
保
ナ
ミ
コ
（
 

下
谷
）
▽
大
西
冨
子
（
伏
原
）
▽
大
西
 

豊
子
（
猿
田
）
▽
松
木
千
草
（
中
町
団
 

地
）
▽
香
野
義
数
（
堀
田
）
以
上
 12 

件
 

総
額
 34 

万
5
千
円
、
二
月
十
八
日
現
在
、
 

敬
称
略
。
 

【
古
切
手
】
▽
谷
川
ゆ
う
子
（
6
4
枚） 

▽
竹
城
ス
エ
（
7
9
9
枚） 

× I 
ぞ暴・月、稽裕セとタ護鰍行事麟

 ノ 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞 

台を提供します。 
こ利用〈ださい。 

【心配こと相談日】 
7日、ワ日、27日 
午前10時から 

午後3時まで 

【休館日】 

3日、10日、16日 
21日、24日、31日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 
【仏教講演会】 

3 月12日困 

午前11時から 

× 

け
 



第2 78 号 昭和61 年3 月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

議 

欝 

難 

麟 

鷺 
灘I 

難 

鷲 

生活保護受給カード 

が変ります 

県の生活保護事務の電算化に伴い、みなさ 

んのケース番号が7 ケタの新しい番号に変り 

ます。 

現在のカー ドを新しいカー ドに取り替えま 

すので、次のとおり手続ししてくださし、。 

レ期間／3 月5 日から3 月20H まてな 

レ場所／役場福祉係（7 番窓口） 

レ持って来るl物／今までて’）受給カード（黄色） 

とその印かん。（本人」』夫外の方が手続きする 

場合は委任状が必要です。） 

農業委員会委員の選挙人 

名簿を縦覧中です 

選挙では、 その資格のある方が選挙人名簿 

に登録されてはじめて投票の権利を行使でき 

るわけですが、 1 月1 日現在で調製した赤池 

町農業委員会委員選挙人名簿を次のとおり縦 

覧しています。 

あなたの名前が登録されているかご確認く 

ださし、。 

レ縦覧場所／赤池町役場総務課 

ぐ縦覧期間／3 月9 日までト、毎日午前8時半 

から午後5時まで（土曜日は12時半までり 

農業用軽油の 

課税が’免除されます 

農業を営む人が、農業用に使用する動力耕 

うん機等の動力源に用いる軽油については、 

次のとおり本人の申請により軽油引取税が免 

除されます。 

レ日時＝=3 月12日（オく）、午前10時から午後3時 

までト 

レ場所＝＝田川農協赤池支所 

レ該当者一農業を営む人（兼業農家を含む、 

機械を共同購入し、共同で使用している人 

も可） 

レ申請に必要な書類＝=＝①耕作証明書（当日農 

業委員会職員が現土tiにて・受け付け発行します） 

②新規申請される方は機械の所有を証する 

書類（売渡しを証明するもの、 または、貸 

借契約書など馬力数、機械の名称等が必要 

です）（③）エンジン番号または車体番号の複 

写（紙をあて上から鉛筆でなぞったもの、 

二年ごとで可）（④）印かん（共同申請の場合 

も個人ごとに必要）(5）昨年までに申請され 

た方は②は必要ありませんが免税軽油使用 

者証を持参のこと。 

※当日申請できない人は田川財務事務所でも 

受け付けます。 

※書類不備の場合は交付できませんので事前 

に確認してくださし、。 

※問い合せ先一田川財務事務戸斤間税課 

か44一 8 1 1 1 

I 
驚 

難 

驚 

驚 

I 

薯 
ら 情 
し 
ひ 殿 

●
鼎
「
防
肥
検
耕
・
 

圏
三
種
混
合
▽
3

月
 20 

日
困
、
町
民
会
 

館
▽
 13
 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 24
 

カ
月
、
 

48
 

カ
月
 

圏
健
康
診
断
▽
3

月
 11
 

日
因
、
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
▽
 10
 

時
ー
 14
 

時
▽
対
象
 

者
廿
 40
 

才
以
上
の
男
女
▽
料
金
廿
一
般
 

検
査
（
百
円
）
、
精
密
検
査
（
五
百
円
）
 

圏
昭
和
 61 

年
度
、
定
時
制
高
校
生
徒
補
 

充
募
集
（
田
川
東
、
西
田
川
高
校
）
 

▽
受
付
廿
3

月
 22 

日
田
1
3

月
 27 

日
困
 

▽
試
験
日
廿
3

月
 28 

日
園
▽
受
験
料
廿
 

三
百
円
▽
間
い
合
せ
先
廿
田
川
東
高
校
 

（か 
44
 

1
3
0
1
5

）
、
西
田
川
高
校
 

（容 
44
 

1
0
3
1
3

）
※
2
年
生
以
上
 

の
転
、
編
人
試
験
も
同
じ
日
時
に
実
施
 

し
ま
す
。
 

圏
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

福
岡
県
で
は
、
新
築
県
営
住
宅
の
入
 

居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
募
集
す
る
団
地
廿
東
洋
団
地
（
川
崎
 

町
池
尻
）
▽
戸
数
、
家
賃
ー
一
種
（
 28
 

戸
）
、
3
D
K

、
3

万
4

千
円
（
予
）
一
一
 

種
（
 23
 

戸
）
、
3
D
K

、
2

万
5

千
円
 

▽
（
予
）
入
居
予
定
廿
4
月
中
旬
▽
申
込
 

用
紙
配
布
場
所
廿
赤
池
町
役
場
▽
申
込
 

用
紙
配
布
期
間
1
3

月
 11 

日
因
1
3

月
 

20 

日
困
 

※
詳
し
く
は
県
庁
住
宅
管
理
 

室
。
0
9
2

(
6
4
1

)
3
7
8
6
 

圏
国
の
進
学
口
ー
ン
 

今
春
高
校
、
大
 

学
等
に
進
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
を
お
持
 

ち
の
方
。
国
の
進
学
ロ
ー
ン
を
お
役
立
 

て
く
だ
さ
い
。
▽
融
資
額
ー
 50 

万
円
以
 

内
▽
融
資
期
間
ー
進
学
す
る
学
校
の
修
 

業
年
限
以
内
で
最
長
4
年
▽
利
率
廿
年
 

7
%
（
変
更
あ
り
）
▽
保
証
廿
基
金
に
 

よ
る
保
証
ま
た
は
保
証
人
一
名
以
上
▽
 

返
済
方
法
廿
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
 

ー
ナ
ス
月
増
額
可
▽
窓
口
廿
国
民
金
融
 

公
庫
の
支
店
、
全
国
の
金
融
機
関
 

町
一
m
m
冊m
「
談
脚
 
駿 

圏
心
配
ご
と
相
談
▽
3

月
7

日、 

17 

日、 

27 

日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
 10 

時
ー
 15 

時
 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
3

月
 17
 

日
囲
、
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
ー
 11
 

時
半
▽
生
後
2

カ
 

月
j
 12
 

カ
月
 

、 

広報紙 
送ってあげませんか！? 

ふるさと赤池を遠く離れて活躍されてい 

るあなたの家族や親せき、お友達に町0) 

広報紙を送ってあげませんか。 

『ふるさとは遠きにありて思うもの』 

きっと喜ばれると思います。 

役場から直接お送りします 

一 申し込み方法 ＝= 

送付先0ソ主所、氏名を明記のうえ年会費 

1,000 円を添えて役場総務課へお申し込 

みください。 

郵便で申し込まれても、近くの役場職員 

に託されても結構です。 

申し込まれれば翌月から1年間、毎月1 

回指定された住所ノ＼郵送します。 

揺れる心を受け止めてあげ、よう 一家出少年発見保護活動強化月間 


